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最も大きな環境破壊は戦争である 
 

●戦争による直接的な環境破壊もさることなが
ら、 そこに費やされる資源、 エネルギー、 お金、
そして何よりも、 戦争を是とする意識や価値観
が、 一方で環境破壊を引き起こしている。 
●もし戦争がなくなれば、 その軍事費を飢餓や
貧困の撲滅、 環境の蘇生に活用することが出
来る。 それが飢餓や貧困がもたらす環境破壊を
防止することにつながる。 
●日本が世界に誇るべきものは 「平和」 である。
日本はこれからの世界で、 平和を輸出すること
で貢献すべきである。 
●日本にはお風呂の文化がある。 昔から「銭湯」
につかりながら裸の付き合いをしてきた文化があ

る。 初期の銭湯は 「船湯｣であった。 これを輸

出する。 紛争地域に 「船湯」 を持って行き、

裸で話し合う場所を提供する。 

●「船湯」 を運ぶのはかつて 「戦闘」 に使われ

た空母である。 もちろん原子炉は撤去して自然

エネルギーで運行できるはずである。 負の遺産

が生まれ変わって平和に貢献することになる。 

平和の湯 
ひょっこりひょうたん空母 ピース ・ セントウ 

ひょっこりひょうたん空母を実現するパラダイムシフト 

●専用から共用へ 

軍事利用という専用利用から、平和のため
の多目的利用へのコンバージョンを行い、
人類の負の遺産を平和のために活用する 

●不動産から動産へ 

建物が動くことによって社会的寿命を延
ばし、資源やエネルギー、ごみの削減を
実現する 

●クローズからオープンへ 

国家、政治思想、宗教といったクローズ
された世界から、相互に融合するオープ
ンな世界の実現  

サミットセントウ 

エコデザイン賞に応募
サスティナブル・スタイルで出されたアイデアをベースに、エコ・ジャパン・カップ 2006 のエコ・アー
ト大賞へ応募しました。戦闘（セントウ ) の遺物である空母をリユースして、平和のための銭湯（セントウ )
＆船湯（セントウ ) として利用し、平和を世界に輸出しようというアイデアです。 ●イラスト = 加藤春枝




